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１．はじめに

　スポーツ選手における腰痛の頻度は高く、腰
痛によってパフォーマンスの低下を招くことは
稀ではない。中島１）はスポーツ選手に起こる腰
痛疾患の割合として、腰痛症が 49.7％、腰椎椎
間板ヘルニア 15.2％、腰椎分離症 11.9％、筋・

筋膜性腰痛 9％とし、金岡２）の大学生アスリー
トの病態を調べた最近の報告では、椎間関節性
腰痛を疑うもの 39％、椎間板ヘルニア 16％、
椎間板性疼痛 24％、仙腸関節障害 14％、筋・
筋膜性腰痛 2％であった。
　このように腰痛症の原因が特定できるものを
特異的腰痛というが、診断率は 15％程度であ
る。それ以外のはっきりした病名がつかない原
因不明の腰痛は非特異的腰痛とされる。椎間関
節性腰痛も含む腰椎分離症や非特異的腰痛は、
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要　約：〈目的〉成長期スポーツ選手の腰椎分離症と非特異的腰痛における、腰椎のアライメントと
可動性について検証することを本研究の目的とした。〈対象と方法〉L5 片側の腰椎分離症（分離群）
と診断された 10 名（15.1 ± 2.1 歳）と、非特異的腰痛症（腰痛群）と診断された 12 名（15.3 ± 1.3 歳）
の臥位腰椎側面像の X 線撮影により、前弯角（L1 ‐ S）の最大伸展時および屈曲時を測定した。さ
らに腰椎椎間角を計測し、その差から各椎体間の可動域を計測した。〈結果〉伸展時の前弯角は、L4-5
では分離群 15 ± 4°、非特異群 10 ± 4°、L5-S では分離群 25 ± 6°、腰痛群 17 ± 8°であり、分離群が
腰痛群に比して高値を示し、その差は有意であった。腰椎の椎間可動域は、L2-3 では分離群 13 ± 6°、
腰痛群 5 ± 8°、L4-5 では分離群 16 ± 5°、腰痛群 11 ± 5°であり、分離群が腰痛群に比して高値を示し、
その差は有意であった。〈結語〉成長期スポーツ障害における腰椎分離症は、非特異的腰痛に比べ下
位腰椎の前弯角や椎間可動域が大きいことが示された。
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スポーツ選手の腰部障害で頻度は高い。
　腰痛分離症の発生頻度は、西良３）によると日
本人の 5.9％とされ、約 700 万人が分離症を持つ。
また小・中学生の 2 週間以上続く腰痛の約半数
が分離症であるとされ、スポーツ選手になると、
腰痛の主因になることは明らかとされる。腰椎
分離症は椎間関節突起間部の疲労骨折であり、
発症年齢は 14 歳前後に集中し 12 から 17 歳ま
での間で発症の 90％以上を占め成長期に多い。
分離症の発生原因について吉田４）は、成長期の
スポーツ活動による stress fracture であると報
告し、Wodecki ５）は、脊椎の矢状面アライメン
トによる問題であると述べ、腰椎への剪断スト
レスは過剰な伸展運動によって起こるものとさ
れる。
　このように、成長期に対する脊柱矢状面上の
アライメント評価としての腰椎前弯角は、腰部
障害のストレス要因の特徴を見出すうえで重要
な項目であると考えられる。福島６）の X 線を
用いた、スポーツ傷害による腰痛症を対象とし
た腰椎のアライメントと可動域に関する先行研
究では、腰椎前弯の減少と後屈の制限、下位腰
椎での椎間可動域が減少するとされる。
　しかし、成長期に多い腰椎分離症や腰椎椎間
板ヘルニア、非特異的腰痛など、疾患による腰
椎のアライメントと可動域の違いについての報
告は見られない。
　今回、成長期スポーツ選手の腰痛のなかでも、
腰椎分離症と非特異的腰痛における腰椎のアラ
イメントと可動域について、さらに腰椎の各椎
体の可動性について検証することを目的とし
た。

2．方法

2.1　対象

　対象は 2008 年 2 月から 2014 年 3 月までの期
間に、腰痛を主訴とし整形外科クリニックに外

来受診した中高校生の男子、スポーツ選手を対
象とした。
　L5 片側の腰椎分離症（分離群）と X 線また
は MRI にて診断された 10 名（15.1 ± 2.1 歳）と、
非器質的腰痛症（腰痛群）と診断された 12 名

（15.3 ± 1.3 歳）とした。なお、除外項目として、
腰椎分離症はすべり症のないもの、急性期の疲
労骨折ではないものとした。
　スポーツ種目の内訳（図１）は分離群では、
野球 6 名、サッカー、陸上、ラグビー、水泳で
各 1 名。腰痛群では、野球 8 名、サッカー 2 名、
陸上とバスケットは各 1 名であった。　
　なお対象者には、事前に研究の趣旨や内容を
説明し同意を得た。

図１　対象者の競技種目

2.2　計測方法

　腰椎矢状面アライメントおよび可動域は、最
大屈曲時と伸展時での臥位腰椎側面の X 線像を
使用した。X 線像は医師が診断に用いたもので
あり、計測には PiViewSTAR（画像処理ソフト
ウェア）を使用した。
　腰椎のアライメント指標として、第 1 腰椎

（L1）上縁と仙骨上縁（S）がなす L1-S 前弯角
を測定し、さらに椎間角は、第 1 腰椎から仙骨
までの各椎間の上位椎体上縁と下位椎体上縁の
なす角度を計測した（図 2）。
　屈曲時と伸展時の L1-S 前弯角の差を腰椎可
動域とし、各椎間の差を椎間可動域とした。
　計測した腰椎前弯角および可動域と椎間角
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および椎間可動域の値を平均化し、分離群と
腰痛群似て比較した。統計学的処理は Mann-
Whitney の U 検定を用い、有意水準を 5％とし
た。

図２　腰椎前弯角の測定方法

3．結果

3.1　腰椎の前弯アライメントについて

　最大屈曲位と伸展位での L1-S 前弯角は、伸
展位では分離群 56 ± 9°に対し腰痛群 35 ± 27°
となり、その差は有意（p<0.05）であった。屈
曲位の前弯角では、両群の差は認められなかっ
た（図 3）。
　腰椎椎間角は、屈曲位ではすべての椎間で、
両群の前弯角において有意な差を認めなかった
（図 4）。伸展位では、L4-5 間の分離群 15 ± 4°、
腰痛群 10 ± 4°、L5-S 間では分離群 25 ± 6°、
腰痛群 17 ± 8°であり、分離群が非特異群に比
して高値を示し、その差は有意（p<0.05）であっ
た。L1 から L3 までの椎間前弯角において、両
群の差は認められなかった（図 5）。

図 3　屈伸位での腰椎前弯角

図 4　屈曲位腰椎椎間角

図 5　伸展位腰椎椎間角

3.2　腰椎の可動域について

　L1-S 腰椎の可動域は、分離症群 61 ± 18°に
対し腰痛群 38 ± 33°と分離症群が高値を示した
が、その差は有意ではなかったものの有意な傾
向（p=0.06）を示した（図 6）
　椎間可動域は、L2-3 間では分離群 13 ± 6°、
腰痛群 5 ± 8°、L4-5 間では分離群 16 ± 5°、腰
痛群 11 ± 5°であり、分離群が腰痛群に比して
高値を示し、その差は有意（p<0.05）であった。
L1-2 間、L3-4 間、L5-S 間では、両群の差は認
められなかった（図 7）。

図 6　腰椎（L1‐ S）可動域
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図 7　腰椎椎間可動域

4．考察

　腰椎の前弯アライメントについて、日本人の
調和のとれた脊柱アライメントの基準値 7）では、
腰椎前弯角（T12-S）は 34 ～ 73°とされる。今回、
分離群と腰痛群では基準値内となり、矢状面ア
ライメントとして正常範囲内であった。
　今回、分離群は腰痛群に比して、前弯角が大
きいこと、また有意差はないものの L1-S 腰椎
可動域は大きい傾向を示したことは、分離症の
病態が発育期に椎間関節突起間部の疲労骨折と
して発症することと関連すると考えられる。分
離症の発症には椎間関節の伸展運動と回旋運動
によるストレスが主因であるとされ、腰痛群に
比べ前弯角が大きいことは腰椎の伸展ストレス
を助長させていると思われる。
　分離症発生の大きな要因として、成長期分
離症のほとんどの症例で腸腰筋、大腿筋膜張
筋の股関節屈筋群に tightness を認め 4）、また
Kajala8）らは、青少年のスポーツ少年では急激
な成長に伴い股関節屈筋群の tightness が増強
し、腰椎から股関節にかけて伸展の制限が起こ
るとされる。分離群で腰椎前弯の増強と腰椎の
可動性が高まったことは、腸腰筋 tightness に
伴う股関節伸展制限があったと推測すると、代
償的な反応であったと予測される。
　さらに、分離群では下位腰椎の前弯角と L4/5
可動域が有意に大きくなったことは、Cyron9）

の分離症の発生部位は L5 が 85 ～ 90％と圧倒
的に多く腰仙椎以降部へ力が集中するとの報告
と関係し、腰椎伸展などによる圧縮ストレスに
対し、仙椎は可動性がないことから下位腰椎の
可動性が高まったことが考えられる。
　非特異的腰痛では分離症に比べ、前弯角が小
さいことは腰痛の原因として分離症のような椎
間関節の問題ではないことが考えられる。しか
し、非特異的腰痛は、原因が不明の腰痛症であ
ることから、本研究での X 線を用いたアライメ
ント評価だけでは、原因を特定するメカニズム
を想起するには不十分である。
　しかし、L2/3、L4/5 の椎間可動域において
差が生じたことについて、White10）が示す椎間
可動域の約 10°が基準とすると、腰痛群の L2/3
の 5°が低値であるため、上位腰椎の可動性低下
を示す。これは、腰痛の一要因として、腰椎全
体の協調した動きの低下を意味するものと考え
られ、今後、非特異的腰痛症の運動療法におい
て、上位腰椎へのアプローチが有効となる可能
性を示唆している。
　本研究の課題は、発育期の症例を対象とし
た X 線を用いた研究であるため、コントロール
群の設定が難しく、疾患の特異性について検討
できなかったことである。また腰痛の指標とな
る客観的評価を行えておらず、疼痛による運動
制限との関係性においても考察が不十分となっ
た。今後は、腰痛の程度と腰椎のアライメント、
可動性との関係性について縦断的に調査し、腰
椎の運動機能障害が腰痛の改善と関連すること
について検討していきたい。

５．結語

　成長期スポーツ障害における腰部障害の腰椎
分離症と非特異的腰痛を比べ、腰椎の前弯角と
可動域に差が生じることが分かった。分離症に
おいては、下位腰椎の前弯角と可動域が大きい。
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これは分離症の発症のほとんどが下位腰椎に起
こることと関連していること、また前弯角の増
強が、椎間関節への伸展ストレスを助長してい
ることが考えられた。
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